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(57)【要約】
　異なった照明ユニットの動作によって特定の場所に引
き起こされる照明効果に関するデータを取得し、照明効
果が場所に依存する光の効果の属性のために制御され、
当該光の効果がその効果の属性を維持しながらドラッグ
されるように、データと位置データに基づいてその動作
を制御すること。本発明は少なくとも1つの照明手段2を
制御するための方法とシステムに関する。本発明は、照
明手段が、照明手段を識別するための識別コードを含む
照明手段のデータによって放射する光6,16,18を変調し
、ユーザー制御装置12が、照明手段からの光を受信し、
そこから照明手段のデータを抽出すること、かつ、ユー
ザー制御装置は、受信された光の属性をそれが表してい
るデータと別に測定し、受信された光に含まれている識
別コードに関連する照明手段に関連した追加データを提
供し、主制御装置10は、ユーザー制御装置によって送信
されたデータを受信し、それによって照明手段の動作を
制御することを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1つの照明手段、ユーザー制御装置、および主制御装置を備える前記照明シ
ステムの制御方法であって、
－　識別コードを持つ前記照明手段を提供する手順
－　前記照明手段において、前記照明手段によって放射された前記光を前記照明手段の識
別コードを含む照明手段データによって変調する手順
－　前記ユーザー制御装置において、前記照明手段からの光を受信する手順、
－　前記照明手段から受信した光から照明手段のデータを抽出する手順、
－　受信した前記照明手段データに含まれる識別コードに関連する追加データを生成する
手順、
－　受信した前記照明手段データと前記追加データとを送信する手順
－　前記主制御装置において、前記ユーザー制御装置から前記データを受信する手順、
－　受信した前記データに基づいて前記照明手段の動作を制御する手順
を備える制御方法において、
　前記ユーザー制御装置で、前記受信された光が、測定されて、少なくとも1つの前記光
の属性の数値を提供し、そのデータを表現するだけでなく、それによって前記主制御装置
が前記照明手段を制御する前記追加データの少なくとも一部を提供することを特徴とする
照明システムの制御方法。
【請求項２】
　前記照明手段において、照明手段データが、識別コードとは別の、前記照明手段の少な
くとも1つの属性のデータを備えることを特徴とする請求項1記載の方法。
【請求項３】
　前記主制御装置において、前記照明手段が、制御プログラムと、前記照明手段によって
生成されるべき照明効果と、前記ユーザー制御装置から受信した前記照明手段と関連する
データとによって制御されることを特徴とする請求項1または2記載の方法。
【請求項４】
　前記主制御装置において、前記制御プログラムと照明効果とが、2つまたはそれ以上の
照明手段からの照明手段データに従って適用されることを特徴とする請求項3記載の方法
。
【請求項５】
　前記照明手段の識別コードを含む照明手段データによって照明手段の光を変調する変調
器を持つ少なくとも1つの照明手段と、
　前記照明手段からの光を受信してこの受信した光に含まれる照明手段データを提供する
手段と、この受信した光に含まれる識別コードに関連した追加データを生成する手段と、
前記照明手段データと前記追加データを伝送する手段とを有するユーザー制御装置と、
　前記ユーザー制御装置によって送信されたデータを受信して前記ユーザー制御装置から
受信した前記データに依存して前記照明手段の動作を制御する手段を有する主制御装置と
、
を備える照明システムにおいて、
　前記ユーザー制御装置が、受信した光を測定して、前記受信した光の属性の少なくとも
1つの値を、データを表示させるのとは別に提供し、前記主制御装置が前記照明手段を制
御する前記追加データの少なくとも1部を提供する照明システム。
【請求項６】
　前記照明手段データが、前記識別コードとは別の、前記照明手段の少なくとも1つの属
性のデータを備えることを特徴とする請求項５記載のシステム。
【請求項７】
　前記主制御装置が、制御プログラム、前記照明手段によって生成されるべき照明効果、
および前記ユーザー制御装置から受信し、前記照明手段に関連する前記データに従って前
記照明手段を制御することを特徴とする請求項５または請求項６記載のシステム。
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【請求項８】
　前記制御プログラムと照明効果が、2つまたはそれ以上の照明手段からの照明手段デー
タに従って適用されることを特徴とする請求項７記載のシステム。
【請求項９】
　各照明装置が、光源、前記光源の動作を制御する制御装置、および対応する前記光源の
みによって発生された光を検知するために配列され、対応する制御装置に出力信号を供給
する専用の光センサーを備える複数個の照明装置と、
　1つまたはそれ以上の前記光源によって発生された混合光を検知するための光センサー
、少なくとも1つのユーザー制御可能なボタン、およびコマンド信号と、その光センサー
によって受信された光の強度を表わすユーザーが受信した光信号を放射するための送信装
置とを備えるユーザー制御装置と、
　ユーザーが受信した前記光信号と少なくとも1つの専用光センサーの前記出力信号との
間の相関度を計算するために適用される少なくとも1つの相関器と、
を備える照明システム。
【請求項１０】
　各照明装置が、関連する相関器と、前記ユーザー制御装置によって放射された前記信号
を受信するための受信手段と、を備え、照明装置の前記相関器は、ユーザーが受信した光
信号と前記同じ照明装置の対応する専用光センサーの前記出力信号との間の相関度を計算
し、かつ当該照明装置の前記制御装置は、前記相関器によって実行される相関演算の結果
に基づいて前記ユーザー制御装置によって放射されるコマンド信号に従うべきか否かを決
定する請求項９記載の照明システム。
【請求項１１】
　前記相関器は、対応する光源が前記ユーザー制御装置によって受信される前記光にどの
程度寄与しているかを示す相関係数を生成し、かつ前記制御装置は、前記相関器によって
提供される前記相関係数(X)を予め決められていた閾値と比較し、前記実際の相関係数(X)
が当該の予め決められている閾値以上であればコマンド信号(SC)に従い、さもなければ前
記コマンド信号を無視する請求項10記載の照明システム。
【請求項１２】
　ユーザー制御装置によって放射された前記信号を受信するための手段を備えた主制御装
置を備え、前記相関器は、主制御装置と関係付けられており、
　各照明装置は、対応する専用光センサーによって受信された光の強度を表す、光信号を
主制御装置に伝えることができ、
　前記主制御装置の相関器は、ユーザーが受信した光信号とそれぞれの照明装置の装置が
放射した光信号との相関度を計算し、
　前記主制御装置は、前記相関器によって実行された相関演算の結果に基づいて前記ユー
ザー制御装置によって放射されたコマンド信号にどの照明装置が応答すべきか、及びどの
照明装置が応答すべきでないかを決定し、
　前記主制御装置が、前記コマンド信号に応答するべき前記照明装置の制御装置に制御信
号を送信する請求項９記載の照明システム。
【請求項１３】
　前記相関器が、前記光源がユーザー制御装置によって受信される光にどの程度寄与して
いるかを表す相関係数を生成し、
　前記主制御装置が前記相関係数同志を相互に比較し、その対応する前記相関係数が最大
値を持っている1つの照明装置が前記コマンド信号に応答すべきであること、および他の
すべての照明装置は前記コマンド信号に応答すべきでないことを決定する請求項12記載の
照明システム。
【請求項１４】
　前記相関器が、前記光源がユーザー制御装置によって受信される光にどの程度寄与して
いるかを表す相関係数を生成し、
　前記主制御装置が前記相関係数を予め決められている閾値と比較し、対応する前記相関
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係数が当該の予め決められている閾値以上であるすべての照明装置は前記コマンド信号に
応答すること、他のすべての照明装置は前記コマンド信号に応答すべきでないことを決定
する請求項12記載の照明システム。
【請求項１５】
　どの相関係数も当該予め決められている閾値より高くない場合は、前記主制御装置が、
少なくとも1つの照明装置の相関係数が減少された閾値よりも高くなるまで前記閾値を徐
々に減少させる請求項14記載の照明システム。
【請求項１６】
　前記ユーザー制御装置が、少なくとも1つの照明設定条件を持つメモリと、メモリから
ある設定条件を選択するための少なくとも1つのユーザー操作可能な選択ボタンとを備え
、
　前記ユーザー制御装置が、該装置のセンサーによって受信された混合光の設定条件を監
視しながら、実際の前記光設定条件（予め設定されている許容限界内で）が選択された前
期設定条件に対応することを検知するまで、選択ボタンの駆動に対応して適切なユーザー
・コマンド信号を生成する請求項９記載の照明システム。
【請求項１７】
　実際の前記光設定条件が選択された前記設定条件に一致する場合に、前記ユーザー制御
装置によって駆動される、たとえばLEDのようなシグナリング装置をユーザー制御装置が
備える請求項16記載の照明システム。
【請求項１８】
　当該照明設定条件が、予め決められている設定条件である請求項16記載の照明システム
。
【請求項１９】
　当該照明設定条件が、ユーザーが修正可能な設定条件である請求項16記載の照明システ
ム。
【請求項２０】
　前記ユーザー制御装置が、ユーザーが操作可能なコピー・ボタンを備え、かつこのコピ
ー・ボタンの駆動に応答して、その特定の瞬間およびその特定の場所で有効となっている
実際の前記設定条件をメモリに保存するように構成されている請求項19記載の照明システ
ム。
【請求項２１】
　前記主制御装置は、当該主制御装置が、現在の相関性に基づいて前記コマンド信号に応
答するべき照明装置の制御装置に適切な制御信号を送信する代わりに、それらの照明装置
をそのメモリ内のグループ・リストに追加するグループ定義モードで動作可能であり、
　前記主制御装置が、相関値演算動作がメモリ内のグループ・リストに属している少なく
とも1つの照明装置が前記コマンド信号に応答するべきであるという結果を持つ場合に、
前記主制御装置がそのグループに属するすべての照明装置の前記制御装置に適切な制御信
号を送信する請求項12記載の照明システム。
【請求項２２】
　出力光の中に識別コードを含む光源と、前記光源の動作を制御する制御装置とを備える
複数の照明装置と、
　1つまたはそれ以上の前記光源によって発生された混合光を検知するための光センサー
と、少なくとも1つのユーザー制御可能なボタンと、コマンド信号、およびその光センサ
ーによって受信された光の識別コードを表わすユーザー受信光信号を放射するための送信
装置とを備えるユーザー制御装置と、
　前記ユーザー制御装置によって放射された信号を受信するための受信器を備える主制御
装置と、
　を有する照明装置であって、
　各照明装置が、対応する光源によって送信される識別コードを表す光信号を前記主制御
装置に伝えることができ、　
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　前記主制御装置が、ユーザー受信光信号内の1つまたはそれ以上の識別コードと各照明
装置が放射した光信号内の1つまたはそれ以上の識別コードとの間の対応関係を判定し、
　前記主制御装置が、ユーザー制御装置によって放射されたコマンド信号にどの照明装置
が応答すべきか及びどの照明装置が応答すべきでないかを、主制御装置によって決定され
る対応関係に基づいて判定し、
　前記主制御装置は、当該主制御装置が、現在の相関性に基づいて前記コマンド信号に応
答するべき照明装置の制御装置に適切な制御信号を送信する代わりに、それらの照明装置
をそのメモリ内のグループ・リストに追加するグループ定義モードで動作可能であり、
　前記主制御装置が、その中で対応関係がメモリ内のグループ・リストに属している少な
くとも1つの照明装置が前記コマンド信号に応答するべきであることを示した場合に、前
記主制御装置がそのグループに属するすべての照明装置の前記制御装置に適切な制御信号
を送信する、
照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、複数の光源から成る照明システムを制御するための方法と装置
に関する。本発明は、特に、照明システムを制御するための方法、および請求項1と請求
項5にそれぞれ記述されているようなシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　WO2004/057927は、無線制御による照明システムの構成方法を開示している。従来技術
によるシステムは、セントラル・マスター制御装置と、このセントラル・マスター制御装
置にリンクされ、各ローカル制御マスター装置と関連付けられる複数のローカル制御マス
ター装置、1つまたはそれ以上の照明ユニット、および携帯型リモート制御装置から構成
されている。各照明ユニットと携帯型制御装置はそれらの関連するローカル制御マスター
装置に無線でリンクされている。照明ユニットから放射された光は、照明ユニットを制御
する前は照明ユニット内に保存されていた識別コードによって変調される。携帯型制御装
置は、変調された光を受信し、それから光源装置の識別コードを抽出するのに適している
。携帯型制御装置は、ユーザーがそれによって関連するローカル制御マスター装置に照明
ユニットから受け取った識別コードと一緒に送信される追加のデータを入力することがで
きるユーザー・インタフェースを持っている。当該追加データには、ユーザーがオン?オ
フ等、照明ユニットの操作のために照明ユニットに割り当てるスイッチまたはキーへの指
示が含まれる場合がある。次に、前記データは一般的な照明手段のためのセントラル・マ
スター装置に伝えられる。
【特許文献１】米国特許第WO2004/057927号
【特許文献２】米国特許第US6,333,605号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来技術による方法とシステムの場合、照明ユニットの制御は前方制御のみ、すなわち
、実際の照明条件や照明ユニットの場所に関するフィードバックがない制御法のみによっ
て行われてきた。たとえば、物体は任意数の照明ユニットによって直接的に照明されるが
、反射の結果として間接的にも照明される。従来技術のシステムでは、異なった照明ユニ
ットによって物体上に引き起こされる照明効果を測定し、測定された照明効果に依存して
照明ユニットの制御を変更することは不可能であった。
【０００４】
　そこで本発明者は、照明ユニットによって引き起こされる光の効果をトラッキングやド
ラッギングするためにユーザーが携帯型ユニットをパーソナル・コンピュータのマウスの
ように使用することができれば、あるアプリケーションにとっては大きな改善となると考
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えた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の目的は、従来技術における問題点を解決し、改良することにある。
【０００６】
　特に本発明の目的は、異なった照明ユニットの動作によって特定の場所に引き起こされ
る照明効果に関するデータを取得し、照明効果が場所に依存する光の効果の属性のために
制御され、当該光の効果がその効果の属性を維持しながらドラッグされるように、データ
と位置データに基づいてその動作を制御することにある。
【０００７】
　上記の本発明の目的は、請求項１で述べられている方法によって達成される。位置のデ
ータは、この技術に熟練した人物であれば周知の様々な方法で取得することが可能である
。この位置データとユーザー制御装置のユーザーからのあるコマンド入力とを用いること
によって、主制御装置は、当該位置に引き起こされた光の効果に関するデータを取得しな
がらユーザー制御装置を追跡制御することができる。その結果として、主制御装置は、そ
れが照明手段に提供する制御コマンドの任意の組み合わせにより照明手段によってカバー
される任意の位置での光の効果について学習することが可能となる。次に、この主制御装
置はユーザー制御装置の動きを追跡制御することができる。さらに、この主制御装置は、
ユーザー制御装置が移動中であってもなくても、それがユーザー制御装置の任意の位置に
引き起こした特別な光の効果を維持することができる。これはマウスを用いることによっ
てコンピュータ画面上でカーソルをドラッグするのと似ている。主制御装置は、照明効果
を維持することが適切であると判断された場合に、制御コマンドのいくつかの組み合わせ
を適用することができる。ユーザーはそれについて心配したり、それについて注意したり
することさえ必要なくなる。彼は、たとえば、彼の関心のすべてを照明の構想を練り、構
想を達成することに向けることも可能である。
【０００８】
　上記の本発明の目的は、請求項7で述べられている照明システムによっても達成される
。
【０００９】
　本発明は本明細書に付属する図面と関連させた典型的な例の説明によって徐々に明らか
になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図1に示されるシステムは、各々が構成上参照番号4で示される1つまたはそれ以上の照
明ユニットから成る１つまたはそれ以上の照明手段2を備えている。照明装置2と関連付け
られる照明ユニット4は、室内の異なった場所または照明されるべき他の場所に配置され
る。照明ユニット4から放射された光は破線の矢印6のグループで示されている。
【００１１】
　照明装置2は、各照明装置2にユニークな識別コードを保存するための手段、照明ユニッ
ト4を制御するための制御手段、および照明ユニット4の電源を変調し、それによって照明
ユニット4の出力光を少なくとも当該識別コードを構成するデータに依存して変調するた
めの手段を備えている。
図1に示されるシステムは、さらに主制御装置10とユーザー制御装置12とを備えている。
特にユーザー制御装置12は、ユーザーが携帯可能なハンドヘルド型の装置である。このユ
ーザー制御装置は、光検知手段を備えている。光入射ドーム14は、周囲環境から光を受け
取るのに、すなわち、1つまたはそれ以上の照明ユニット4から光を直接的に、または壁の
ような物体からの反射の後間接的に光を受け取るのに適した形をしている。矢印16と18は
、ユーザー制御装置12が複数の異なった照明ユニット4から受け取る光を示している。矢
印20から26までは、他の照明ユニット4および?またはその他の光源からの光、おそらくは
他の物体からの反射光としてユーザー制御装置12によって受け取られる光を示している。
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【００１２】
　ユーザー制御装置12は、参照番号28で示される無線接続を介して主制御装置10と通信す
ることができる。
【００１３】
　各照明装置2は、任意のタイプのリンク30を介して主制御装置10と接続されている。
【００１４】
　主制御装置10は、光強度、光の色の領域、および光の方向のような、照明装置2の照明
ユニット4によってカバーされる照明位置の構想に従って制御プログラムを走らせるプロ
セッサを含んでいる。このプログラムは、ユーザーによってユーザー制御装置12が使用さ
れる間、そのような位置に関して先験的に得られるデータを使用する。
【００１５】
　照明装置2がカバーする場所での照明条件に関するデータ主制御装置10に供給する時、
ユーザーは、ユーザー制御装置12を用いてその場所をカバーする任意の照明装置2からの
光を当該位置で受信し、単一照明装置2の識別コード、または複数の照明装置2から直接光
または間接光を受信する場合はそれぞれの照明装置2から送られた複数の識別コードを抽
出する。ユーザー制御装置は、ある期間の平均光強度のような表示データとは別に、該当
する受信光のある属性を測定する。次にユーザー制御装置12は、1つまたはそれ以上の抽
出された識別コードと一緒に測定された光の属性の値を表すデータを主制御装置10に送信
する。次に主制御装置10のプログラムが、主制御装置10の特定の制御がユーザー制御装置
12の現在の位置における光に対する影響または効果を判定する。複数の場所に関するデー
タを持つ主制御装置10は、複数の方法で照明装置2を制御することによりいくつかの、ま
たはすべての位置で望みの照明効果を得ることができる。
【００１６】
　データ、特に識別コード、により照明デバイスからの光を変調する手段、およびそのよ
うな変調された光を受信してそこからデータを抽出する手段自体は公知であり、たとえば
特許WO2001/057927およびUS6,333,605により開示されている。従って、ここでは熟練した
技術者には周知のそのような手段、およびその他の手段に関する詳細な説明を省略する。
さらに、プログラムおよび照明の構想はそれらの応用場面、たとえば展示ホールの総合的
な照明、展示ホール内の特定の対象物の照明、および特別な照明効果が要求されるその他
の部屋や領域の照明のような応用場面に依存して変わる。従って、そのようなプログラム
や照明の構想に関する詳細な説明も省略する。
【００１７】
　本発明による方法およびシステムを用いることにより、特定の位置にある照明装置を制
御した結果として得られる照明効果を、ユーザー制御装置12を用いて決定し、主制御装置
10に伝え、照明装置2をいくつかの可能な方法で制御することにより当該位置における望
みの照明効果を得ることができる。
【００１８】
　請求項によって指定された本発明の目的から外れることなく、いくつかの変調方式を使
用できることは言うまでもない。たとえば、照明装置2が光を変調するために使用するデ
ータは、照明装置2の属性または仕様に関するデータで構成することができる。この追加
データは、照明装置12の識別コードと一緒にユーザー制御装置12を通して主制御装置10に
送られる。次に、主制御装置10は、当該追加データを用いて当該照明装置2または複数の
照明装置2の動作を制御する。
【００１９】
　従って、上述のシステムを用いることにより、たとえば、店舗のように複数の光源によ
って照明されている大きな空間内の任意の位置で、部分的に消灯させたり明るさを落とし
たりすることが可能となる。この時、ユーザーはどの光源が実際に特定の位置を照明して
いるかを知る必要はない。ユーザーは、ユーザー制御装置12を目的の位置に置いて（また
はユーザー制御装置12の光受信器を目的の位置に向けて）コマンド「"dim"(明るさを落と
す)」に対応するボタンを押すだけでよい。ユーザー制御装置12は、対応する単一または
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複数の光源からの光を受信し、対応する識別コードを抽出し、このコードをコマンド信号
"dim"と一緒に主制御装置10に送る。次に、主制御装置10は、どの光源を暗くするべきか
を判定する。別の方法として、ユーザーは明るさの代わりにたとえば色温度を使用するこ
とも可能である。
【００２０】
　光源がLEDである場合、識別コードを生成するために各光源の出力光を変調することは
比較的簡単である。LEDは非常に高速なオン・オフの切り替えが可能であるため、LEDは制
御用変調信号に忠実に従って動作し、高周波での変調や深度100%の変調も可能である。し
かし、たとえばHIDランプ、ハロゲン・ランプ等のように光源の種類がLEDとは異なる場合
、出力光を識別コードで変調することはより難しい。そのようなランプはLEDほど高速に
オン・オフを切り替えることができないため、変調周波数を低くする必要がある。さらに
、そのようなランプが一旦オフとされた場合、高い信頼性と再現性を維持しながら素早く
再点灯させることは難しい。また、目に見えるフリッカー効果を抑えるのに十分な周波数
で変調した場合は、出力光を深度100%で変調することは難しくなり、時間の関数としての
光の強さは変調信号から外れるようになり、その外れの程度はランプ毎に異なり、同じラ
ンプでも時間によっても変化する。これにより、特定のランプがある位置における照明強
度に寄与する程度を確定させることが特に難しくなっている。
【００２１】
　さらに、上述のシステムは主制御装置10の存在に依存している。このシステムに光源を
追加することは、新しい光源の識別コードを主制御装置に伝えることが必要となるため、
平均的なユーザーにとっては問題となる可能性がある。
【００２２】
　以下、これらの問題を解決するために、本発明で導入されたさらなる工夫について説明
する。
【００２３】
　さらなる工夫における重要な特徴は、各光源には特定の光源からの光のみ、または少な
くとも実質的に特定の光源からの光のみを受信するように配列された光センサーが追加さ
れたことである。この専用光センサーの出力信号は、その特定の光源によって放射された
光の実際の強度を表す。
【００２４】
　このさらなる工夫のさらなる重要な特徴は、ユーザー制御装置がコマンド信号によって
補足され、ユーザー制御装置によって受信された光を表す信号を生成することである。
【００２５】
　また、このさらなる工夫のさらなる重要な特徴は、システムは少なくとも1つの光源の
専用光センサーの出力信号に加えて、ユーザー制御装置によって生成された信号を受信す
る相関器を有することである。この相関器は、受信した信号間の相関度の計算を、たとえ
ば周知であるために、それによる相関度の計算に関する詳細な説明はここでは省略するフ
ーリエ解析に基づいて実行する。相関度の計算結果に基づいて、相関器は、ある光源がユ
ーザー制御装置によって受信された光にどの程度寄与しているかを判断する。
【００２６】
　このさらなる工夫のさらなる重要な特徴は、ある光源は、ユーザー制御装置によって受
信された光への寄与度がある閾値レベル以上であるユーザー・コマンドのみに応答するよ
うに設定されることである。
【００２７】
　図2は、各々が制御装置111を構成する複数の照明装置110、バラスト112、および光114
を放射するランプ113（たとえばHIDランプ）から成る照明システム100の概略図である。
各照明装置とその構成要素は同じ参照番号で表示されているが、個別にはそれに追加され
ている文字A、B、C等で区別することができる。この図は2つの照明装置110Aと110Bの例で
あるが、実際の実施例では、10以上の照明装置で構成することも容易に可能である。
【００２８】
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　各照明装置110は、さらに実際の目的のために対応するランプ113からの光のみを受信す
るように配列された専用光センサー115を備えている。適切な実施例においては、この光
センサー115は、フォト・ダイオードまたはフォト・トランジスタで構成される。専用の
光センサー115は、その出力信号SLSを制御装置111に送る。矢印116で示されるように、制
御装置111は、受信した光センサーからの信号を主制御装置130に伝える。特に、制御装置
111は、光センサー115によって受信された光の強度、すなわち光源113から放射された光1
14の強度を表す信号を生成するが、以下ではこの制御装置の出力信号が、照明装置が放射
した光信号SAELを表すものとする。
【００２９】
　照明システム100は、さらに光センサーの位置や方向に依存して変わるが、おそらくは
複数のランプ113からの光を受信する光センサー（概略図では121で表されている）を持つ
ユーザー制御装置120から構成される。ユーザー制御装置120は、矢印122で示されている
ように、主制御装置130と通信するための送信回路を備えている。ユーザー制御装置120は
、その光センサー121が受信した光114の強度を表す第一の信号を生成し、送信する。以下
、この信号をユーザーが受信した光信号SURLと表示する。また、ユーザー制御装置120は
、ユーザー・コマンドを表す第二の信号を生成し、送信する。以下、この信号をコマンド
信号SCと表示する。
【００３０】
　光源113から放射された光114は、当該光源にユニークな一時的変化を示すが、これは「
指紋」のように各光源に固有なものと見ることができる。一時的変化は、識別コードによ
る意図的な変調によって生じさせることができるが、そのような場合、変調深度が100%以
下にしかならないというのはもはや問題ではなくなる。一時的変化は、識別コードを含ま
ない一般的な信号、たとえばある周波数での短時間の中断による意図的な変調によっても
生じさせることができる。
【００３１】
　最新技術の電子バラストで駆動されるHIDランプの場合、出力光はバラストの通常動作
によって生成される周波数成分を持つ。そのようなランプは、一般に整流された直流電流
で駆動されるが、この整流用周波数が電流波形に、ひいては放射された光の中に時間の関
数として「指紋」のような特徴を残す。自走する個々の整流器の整流周波数は常に、たと
え僅かではあってもお互いに異なっているからである。さらに、個々のランプは整流に際
して出力光に特徴的な挙動を示す。また、ランプの電流は通常、高周波コンバータによっ
て生成され、ランプ電流上に特徴的な高周波リップルを発生し、これによって出力光に特
徴的な高周波リップルが生成される。個々の自走する高周波コンバータの変換周波数は通
常、たとえ僅かではあってもお互いに異なっているからである。
【００３２】
　上記のすべての例において、たとえ2つの照明装置が同じように設計されたとしても、
動作周波数と特性は、厳密にはお互いに異なっているため、一時的変化の特徴は個々のラ
ンプ毎にユニークな「指紋」となるのである。たとえそのような特性が時間的に変化した
としても、そのような光センサーが特定のランプから光を受信すれば、ランプによって放
射された光の瞬時的な「指紋」と光センサーによって受信された光の一時的変化との間に
は常に１対１の対応が存在する。光センサーが2つまたはそれ以上のランプから光を受信
した場合、光センサーによって受信された混合光はそれぞれがお互いに異なる個々の一時
的な変化を持っている複数の光の総和であると考えられる。
【００３３】
　主制御装置130は、ユーザーが受信した光信号SURL（ユーザー制御装置130によって受信
された混合光を表す）と装置が放射した光信号SAELとの相関をとり、その相関演算の結果
として、それぞれの光源113A、113B、113Cのユーザー制御装置120によって受信された混
合光に対する量的寄与度を表す相関係数XA、XB、XC等を提供する相関器131を備えている
。パーセンテージで表した場合、すべての相関係数XA、XB、XC等の総和は、理想的には10
0%になるが、太陽光または他の光源がユーザー制御装置120によって受信された混合光に
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寄与している場合は100%以下になる。
【００３４】
　相関器131によって与えられる相関係数XA、XB、XC等に基づいて、主制御装置130は、予
めプログラムされた方法を用いて113A、113B、113Cのうちどの光源がコマンド信号SCに応
答するべきかを判定する。可能性のある1つの実施例においては、主制御装置130は、最大
の相関係数に対応する1つのランプを選択する。可能性のある別の実施例においては、主
制御装置130は相関係数XA、XB、XC等を、予め決められた閾値XTH、たとえば50%と比較し
、対応する相関係数がこの閾値XTHより大きいすべてのランプを選択する。当該の閾値よ
り大きい相関係数が存在しない場合は、主制御装置130は、引き続くステップで、1つまた
はそれ以上の相関係数が減少された閾値より大きくなるまで、閾値をたとえば40%、30%、
20%と順次減少させていく。そのような選択を行った後、主制御装置130は要求された対応
するコマンド信号を、選択されたランプ113に対応する制御装置111に送信する（通信リン
ク117）。個々の制御装置111は、主制御装置130からコマンド信号を受け取ると、対応す
る方法でバラスト212を制御する。
【００３５】
　可能性な実施例において、ユーザーが、ある場所の光を暗くしたいと思ったとしよう。
この場合、コマンド信号SCは「光の強度レベルを下げる("reduce illumination level")
」というコマンドを含む。主制御装置130は、その特定の場所の光強度に寄与しているた
めに制御されるべきランプを決定し、これらのランプに「ランプ電流を減少させる("redu
ce lamp current")」というコマンドを送る。
【００３６】
　可能な別の実施例において、ユーザーが、ある場所での光の色（色温度）を変えたいと
思ったとしよう。この場合、コマンド信号SCは「もっと赤を強く("more red")」というコ
マンドを含む。主制御装置130は、その特定の場所の光強度に寄与しているために制御さ
れるべきランプを決定し、そのランプが赤い光に寄与しているか否かによってこれらのラ
ンプに「ランプ電流を増加させる("increase lamp current")」というコマンド、または
「ランプ電流を減少させる("reduce lamp current")」というコマンドを送る。
【００３７】
　図3は本発明による照明システム200の別の実施例の概略図である。図2の照明システム1
00の構成要素と同様の構成要素は、100だけ大きくされた参照番号で表されている。この
場合も、ユーザー制御装置220は、矢印223で示されているように、ユーザーが受信した光
信号SURLとコマンド信号SCを放射するための送信回路を持っている。この実施例200の重
要な特長は、中央主制御装置130を持っていないことである。その代わりに、各個々の制
御装置211自身がユーザー制御装置220からの信号を受信し、処理すること、および個々の
制御装置211がその端部に相関器218を備えていることが特徴である。
【００３８】
　相関器218の動作は前記相関器131の動作と同じであるので、ここで詳細な説明を繰り返
すことはしない。図2の実施例との主な違いは、相関器218が、ユーザーが受信した光信号
SURL(ユーザー制御装置220から受信した)とは別に、同じ照明装置210の対応する光センサ
ー215からの出力信号SLSを受信するのみであることである。光センサー信号SLSは、対応
する光源213によって放射された光の量を表し、従って、同じ照明装置210の光源213の「
指紋」を表している。相関器218はこれら2つの信号の相関度を求めることができ、相関演
算の結果として、対応する光源213の、ユーザー制御装置220が受信する混合光に対する定
量的な寄与度を表す相関係数Xを提供する。従って、各個々の制御装置211は、対応する光
源213が混合光にどの程度寄与しているかという情報（相関係数X）を受け取る。
【００３９】
　相関器218によって与えられる相関係数Xに基づき、個々の制御装置211は、予めプログ
ラムされている方法を用いてコマンド信号SCに応答するべきか否かを判断する。可能な実
施例においては、個々の制御装置211は、相関係数Xを予め決められている閾値XTH、たと
えば50%と比較し、相関係数Xがこの閾値XTHより大きい場合、コマンド信号SCに応答する
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ことを決定する。この決定を行った後、個々の制御装置211はコマンド信号SCに従ってバ
ラスト212を制御する。
【００４０】
　可能な実施例において、ユーザーが、ある場所の光を暗くしたいと思ったとしよう。こ
の場合、コマンド信号SCは「光の強度レベルを下げる("reduce illumination level")」
というコマンドを含む。個々の制御装置211は、各々独立に、対応するランプが特定の場
所での明るさに十分な寄与をしているためにコマンド信号に応答するべきか否かを判断し
、そうであった場合はバラストをランプ電流が減少する方向に制御する。
【００４１】
　この場合、特定のランプが選択されユーザー・コマンドに従うかどうかの判断を行うた
めに、上述の相関性の原理が用いられる。中央の主制御装置を持つ実施例においては、こ
の主制御装置がどのランプが応答すべきであり、どのランプが応答すべきでないかを集中
的に決定する。個別の制御装置を持つ実施例においては、各制御装置が、どのランプが応
答すべきであり、どのランプが応答すべきでないかを個々に決定する。
【００４２】
　ユーザー制御装置120、220は、ユーザーが対応するコマンド・ボタンBCを作動させた場
合にのみユーザー・コマンド信号を生成するように設計することができる。そのような場
合、ユーザーは結果に満足するまでコマンド・ボタンBCを押したままの状態を保ち、結果
に満足した時にコマンド・ボタンBCを開放してコマンド信号を停止させる。図は典型的な
コマンド機能である「暗くする("dim")」用のコマンド・ボタンBCのみがある場合を示し
ているが、ユーザー制御装置120、220は複数のコマンド・ボタンを持つことができること
は明らかである。
【００４３】
　ユーザー制御装置120、220を、1つまたはそれ以上の予め決定された照明条件が保存さ
れているメモリ125、225、および予め決定された照明条件の中から特定の１つを選ぶため
の1つまたはそれ以上の選択ボタンBSを持つように構成することも可能である。ユーザー
は、そのような選択ボタンBSをただ1回だけ作動させる必要があるが、ボタンBSを押され
たままの状態に保つことは必ずしも必要ではない。ユーザー制御装置120、220は、適切な
ユーザー・コマンド信号SCを生成する光センサー121、221が受信した混合光114の設定条
件を監視し、実際の光の設定条件（予め決められている許容度の範囲内で）が選択された
設定条件に対応していると判断した時にユーザー・コマンド信号SCの生成を停止する。好
都合なことに、ユーザー制御装置120、220は、実際の光の設定条件が選択された設定条件
に対応し、その結果にユーザーが満足した時にユーザー制御装置120、220によって駆動さ
れる、たとえばLEDのようなシグナリング装置126、226を備えている。この図は、典型的
な設定条件"1"を選択するための選択ボタンBSを1つだけ持っている場合を示しているが、
ユーザー制御装置120、220が複数の選択ボタンを持つことができることは明らかである。
【００４４】
　このような方法により、たとえば店舗のチェーンがある場合に、すべての店舗に同じ照
明条件を設定することも容易に可能となる。
【００４５】
　メモリ125、225内の設定条件は、予め決められた固定の条件とすることも可能である。
しかし、ユーザー制御装置120、220は、特に実際の設定条件を「読み取る」ことによって
、その設定条件をメモリに追加することも可能である。本発明をさらに工夫することによ
り、ある場所での照明条件をコピーして、これらの照明条件を別の場所に適用することも
容易に可能である。この場合、ユーザー制御装置120、220はメモリ125、255と、「コピー
（"copy"）」機能用のコマンド・ボタン127、227と、「適用("apply")」機能用のコマン
ド・ボタン128、228とから構成される。ユーザーがコマンド・ボタン127、227を押した時
、ユーザー制御装置120、220は、そのメモリ内に特定の瞬間かつ特定の場所で優勢な実際
の照明設定条件を保存する。次にユーザーは異なった場所へ移動し、コマンド・ボタン「
適用("apply")」を押すことができる。それに応じて、制御装置120、220は、適切なユー
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ザー・コマンド信号SCを生成する光センサー121、221が受信した混合光114の設定条件を
監視し、実際の光の設定条件（予め決められている許容度の範囲内で）がそのメモリ内の
選択された設定条件に対応していると判断した時にユーザー・コマンド信号SCの生成を停
止する。ユーザーにとって、照明設定条件をコピーすることは、コンピュータ・プログラ
ムの中で「コピー・アンド・ペースト("copy and paste")」と同様に極めて容易で直観的
な方法である。
【００４６】
　本発明はこれまで、あるランプがユーザー・コマンド信号に応答するべきかどうかを判
定する場合（集中的に、または個別に）の例に関連して説明されて来た。ランプは制御さ
れるべき場所で受信された光に実質的に寄与している場合にのみ応答する。そのような実
施例は、ローカルな照明条件、たとえばある対象物の照明条件を制御することが要求され
る場合に有効である。一方で、たとえば店舗のフロア全体の照明条件のように、より大き
な領域での照明条件を設定することが要求される場合もある。そのような領域は連続した
領域である場合もあれば、複数の個別領域から成る場合もある。例として衣料品店を考え
れば、婦人服部門、紳士服部門、子供服部門等で別々に照明条件を設定することが望まし
い場合があるだろう。さらに、時間によってこれらの部門の領域が変更されることもある
だろう。
【００４７】
　本発明は、複数の照明装置をまとめてグループ化し、同じグループ内のすべての照明装
置を同時に制御するための簡単な方法を提供する。
【００４８】
　ここで再び図2を参照しよう。ユーザー制御装置120は、「グループを定義する("define
 group")」機能用コマンド・ボタン141、「グループを完成させる("complete group")」
機能用コマンド・ボタン143、および「グループを制御する("control group")」機能用ボ
タン144から構成されている。ユーザーが"define group"コマンド・ボタンを押した時、
主制御装置130は"define group"モードに入る。
【００４９】
　さて、ユーザーが制御装置120を他の場所、たとえば、婦人服部門内の別の場所に持っ
て行き、ユーザー制御装置120のボタンを押したとしよう。そのようなボタンは、同じ"de
fine group"コマンド・ボタンであるかも知れないが、別の"add to group"コマンド・ボ
タン142であることが好ましい。上述のように、主制御装置130は、特定の場所の光強度に
どのランプが実質的に寄与しているかを判定する。しかし、それらのランプにコマンド信
号を送信する代わりに、主制御装置130は、それと関連するメモリ125内のグループ・リス
トにそれらのランプを追加する。
【００５０】
　上記の手順が繰り返される。ユーザーは婦人服部門に移動し、主制御装置130は、彼が"
add to group"コマンド・ボタン142を押す度に、対応するランプをグループ・リストに追
加する。グループ内のランプの数が環境に依存することは明らかである。
【００５１】
　このグループ分けの手順は、相関係数を用いたランプの認識に基づいて、またはランプ
の識別コードを受信することによるランプの認識に基づいて実行されることに留意すべき
である。
【００５２】
　ユーザーが結果に満足した時、彼は"complete group"コマンド・ボタン143を押す。ユ
ーザーが、この"complete group"コマンド・ボタン143を押すと、主制御装置130は"defin
e group"モードから抜け出し、上述の通常制御モードに入る。
【００５３】
　ユーザーが、"control group"コマンド・ボタン144を押した時、主制御装置130は"cont
rol group"モードに入り、主制御装置130は、同じグループに属するランプにコマンド信
号を送信する。その動作は、上述した動作と同様であり、ユーザーが、たとえば"dim lig
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hts"のようなコマンド・ボタンBCを押すと、主制御装置130は、既に説明したように、特
定の場所の光強度にどのランプが実質的に寄与しているかを判定する。しかし、主制御装
置130は、それらのランプにコマンド信号を送信する代わりに、そのメモリをチェックし
てそれらのランプがメンバーとなっているグループを見つけ出す。主制御装置130は、そ
のようなグループが見つかれば、このグループに属するすべてのランプにコマンド信号を
送信する。これがユーザー制御装置120の現在位置から比較的遠いために、結果としてユ
ーザー制御装置120の現在位置の光強度に大きくは寄与していないランプを含むことは明
らかである。さらに、ユーザーは、グループのメンバーが照度に大きく寄与する任意の位
置からグループ全体を制御できることも明らかであろう。
【００５４】
　ユーザー制御装置120は、それがグループ制御モードで動作中であることを信号で知ら
せるためのLEDのようなシグナリング素子を備えることができる。ユーザー制御装置120は
さらに、グループ制御モードから抜け出すためのコマンド・ボタンを持つことも可能であ
る。
【００５５】
　以上、本発明による装置の機能ブロックを示すブロック構成図を参照しながら本発明の
内容について説明して来た。これらの機能ブロックの1つまたはそれ以上がハードウェア
で構成され、そこではそのような機能ブロックの機能が個々のハードウェア素子によって
実行されるが、これらの機能ブロックの1つまたはそれ以上がソフトウェアで実行される
ことも可能であり、その結果としてそのような機能ブロックの機能がコンピュータ・プロ
グラムの1つまたはそれ以上のプログラム行、またはマイクロプロセッサ、マイクロコン
トローラ、デジタル信号プロセッサ等のプログラマブル・デバイスによっても実行可能で
あることが理解されなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明による方法が適用される、本発明による制御システムのブロック図である
。
【図２】本発明による照明制御システムの第二の実施例を示す概略図である。
【図３】本発明による照明制御システムの第三の実施例を示す概略図である。
【符号の説明】
【００５７】
2　照明手段
4　照明ユニット
10　主制御装置
12　ユーザー制御装置
14　光入射ドーム
6　矢印
16　矢印
18　矢印
20　矢印
22　矢印
24　矢印
26　矢印
30　矢印
100　照明システム
110A, 110B　照明装置
111A, 111B　制御装置
112A, 112B　バラスト
113A, 113B　ランプ
114A, 114B　光
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115A, 115B　光センサー
116A, 116B　矢印
117A, 117B　矢印
120　ユーザー制御装置
121　光センサー
122　矢印
125　メモリ
126　シグナリング装置
127　COPYコマンド・ボタン
128　APPLYコマンド・ボタン
130　主制御装置
131　相関器
141　DEFINE GROUPコマンド・ボタン
142　ADD TO GROUPコマンド・ボタン
143　COMPLETE GROUPコマンド・ボタン
144　CONTROL GROUPコマンド・ボタン
200　照明システム
210A, 210B　照明装置
211A, 211B　制御装置
212A, 212B　バラスト
213A, 213B　ランプ
214A, 214B　光
215A, 215B　光センサー
220　ユーザー制御装置
221　光センサー
223　矢印
225　メモリ
226　シグナリング装置
227　COPYコマンド・ボタン
228　APPLYコマンド・ボタン
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